
外交 Vol.63 Sep./Oct. 2020 22

ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
シ
ニ
ア
・
フ
ェ
ロ
ー

ナ
デ
ィ
ア・
シ
ャ
ド
ロ
ー

中
国
に
よ
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
や
政
治
的
意
図
に
基
づ
く

情
報
技
術
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
前
に
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
秩
序
を
め
ぐ
る
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。

安
倍
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
期
の
協
力
の
枠
組
み
を

維
持
・
発
展
さ
せ
ら
れ
る
か
―
―
。

日
米
は
い
ま
、
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。N

adia Schadlow

　

米
国
防
政
策
委
員
会
委

員
、
ス
ミ
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
財
団
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
な
ど
を
務
め
た
後
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
で
国
家
安
全
保
障
戦
略
担
当

大
統
領
副
補
佐
官
を
務
め
た
。
著
書
に
、W

ar 
and the Art of G

overnance

。

フィリピン沖を航行する米空母「カー
ル・ビンソン」 と自衛隊護衛艦「あしが
ら」と「さみだれ」（MassCommunication 
Specialist 2nd Class Sean M. 
Castellano／U.S. Navy／ロイター／ア
フロ）

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安
定
は

日
米
の
肩
に
か
か
る
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ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
て
間
も
な
い
二
〇
一
七
年

初
頭
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
一
員
に
な
っ
た
ば
か
り
の
私
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館
と
の
会
合
に
出
席
し
た
。
そ
の
会
合
は
中

国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
を
取
り
上
げ
、
わ
れ
わ
れ
は
中
国
が
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
政
治
的
な
支
配
に
つ
な
げ

よ
う
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
地
図
を
交
え
た
啓
蒙
的
な
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
通
し
て
、
そ
し
て
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
を
囲
む
よ
う
に
、
大
量
の
貿
易
と
投
資
の
新
た
な
ル
ー

ト
を
作
る
と
い
う
中
国
の
行
動
が
も
つ
戦
略
的
な
意
味
を
、
日
本
は

か
ね
て
か
ら
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は

そ
の
後
も
私
の
評
価
基
準
で
あ
り
続
け
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
二
〇
一
七
年
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
（
Ｎ

Ｓ
Ｓ
）
は
、
米
国
に
と
っ
て
重
要
な
転
換
点
と
な
り
、
日
本
な
ど
の

主
要
な
同
盟
国
と
協
力
す
る
た
め
の
基
盤
に
も
な
っ
た
。Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
、

イ
ン
ド
太
平
洋
の
秩
序
を
め
ぐ
っ
て
自
由
主
義
と
抑
圧
的
な
体
制
が

地
政
学
的
に
争
っ
て
お
り
、
米
国
が
よ
り
効
果
的
に
競
争
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
強
制
的
な
力
の
行
使
で
は

な
く
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
国
際
秩
序
こ
そ
が
地
域
の
将
来
を
規
定

す
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
米
国
は
今
後
も
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に

深
く
関
与
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
優
先
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
た
地
域
を
構
築
す
る
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
〇
六
年
に

安
倍
晋
三
首
相
と
麻
生
太
郎
外
相
が
提
唱
し
、
〇
七
年
に
は
安
倍
首

相
が
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
演
説
で
も
明
ら
か
に
し
た
「
自
由
と

繁
栄
の
弧
」
を
補
完
す
る
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ

Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
構
想
に
も
連
な
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
建
設
的
か
つ
包
括
的

で
あ
り
、
共
有
さ
れ
た
恒
久
的
な
原
理
を
支
持
す
る
全
て
の
国
々
か

ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
の
利
益
と
価
値
を
保
証
す
る

　

少
し
時
間
を
巻
き
戻
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の

柱
と
な
る
要
素
を
振
り
返
る
の
も
有
意
義
か
も
し
れ
な
い
。
冷
戦

後
、
米
国
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
基
本
的
に
「
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主

義
」
と
結
び
付
い
た
前
提
の
も
と
で
動
い
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

こ
一
〇
年
ほ
ど
の
地
政
学
的
な
展
開
は
、
そ
の
前
提
に
潜
む
多
く

の
欠
陥
を
明
ら
か
に
し
た
（
詳
細
は
、N

adia Schadlow
, 

“The 
End of A

m
erican Illusion.

” Foreign A
ffairs, Septem

ber/
O

ctober 2020

）。
第
一
に
、
多
く
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政

治
的
な
自
由
化
や
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
の
成
長
は
国
家
間

の
対
立
を
軽
減
し
な
か
っ
た
。
国
家
は
な
お
も
競
争
に
明
け
暮
れ
、

パ
ワ
ー
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

経
済
的
相
互
依
存
の
進
展
は
万
人
に
恩
恵
を
与
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
経
済
発
展
が
新
た
な
不
平
等
と
脆
弱
性
を
生
み
出
し
た
。
第
三
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に
、
米
国
の
軍
事
力
は
も
は
や
圧
倒
的
で
は
な
く
な
り
、
陸
・
海
・

空
、
宇
宙
そ
し
て
サ
イ
バ
ー
空
間
を
ま
た
い
で
自
由
に
行
動
で
き
る

状
態
か
ら
、そ
れ
ら
全
て
の
空
間
で
挑
戦
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、技
術
革
新
は
個
人
に
大
き
な
力
を
与
え
た
一
方
で
、

民
主
主
義
社
会
に
深
刻
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
に
対
処
す
る
た
め
に
、
現
行
の
国
際
秩
序
が
米
国

の
み
な
ら
ず
自
由
で
開
か
れ
た
他
の
社
会
に
と
っ
て
も
利
益
と
な

り
、
価
値
的
に
も
望
ま
し
い
こ
と
を
保
証
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
基
本
的
な
認
識
で
あ
っ

た
。
地
域
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
維
持
と
、
他
国
と
の
関
係
に
お
け

る
相
互
性
の
追
求
が
、こ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
心
と
な
っ
た
。

二
〇
一
七
年
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
、「
米
国
の
パ
ワ
ー
を
拡
大
し
、
そ
の
影

響
力
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
同
盟
や
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
の
強

い
関
与
と
緊
密
な
協
力
」
を
求
め
て
い
る
。
権
威
主
義
的
な
傾
向
に

抗
い
、
原
理
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
立
ち
向
か
い
、
攻
撃
的
な

動
き
を
阻
止
す
る
と
い
う
利
益
と
責
任
を
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
米
国

と
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
重
要
性
を
、
約
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
米
国
の
同

盟
国
で
あ
り
続
け
て
き
た
日
本
よ
り
も
的
確
に
理
解
し
て
い
る
国
は

少
な
い
。
二
〇
一
六
年
、
安
倍
首
相
は
日
本
が
「（
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
を
）
自
由
、
法
の
支
配
、
市
場
経
済
、
暴
力
や
強
制
力
か
ら
の

解
放
、
そ
し
て
繁
栄
の
地
へ
と
育
成
す
る
た
め
の
責
任
を
負
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
一
九
年
の
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
は
、
日
米
両
国

が
こ
の
地
域
を
自
由
で
開
か
れ
た
も
の
に
保
つ
べ
く
協
働
す
る
こ
と

を
謳
っ
た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
お
よ
び
一
八
年
の
国
防
戦
略

（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
と
も
連
携
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、「
高
度
に
効

果
的
か
つ
統
合
的
な
防
衛
力
」
の
整
備
を
強
調
し
て
日
本
の
防
衛
力

を
さ
ら
に
強
化
し
、
単
に
同
盟
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
パ
ー
ト

ナ
ー
諸
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
安
全
保
障
協
力
を
拡
大
す

る
戦
略
構
想
を
、
安
倍
政
権
は
実
行
に
移
し
た
。
例
え
ば
一
八
年
に

は
、
日
本
政
府
は
旧
式
の
Ｆ-

15
戦
闘
機
に
代
わ
る
Ｆ-

35
ラ
イ

ト
ニ
ン
グ
Ⅱ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
を
一
〇
〇
機
以
上
購
入
し
た
。
日
本

の
防
衛
予
算
は
八
年
連
続
で
増
加
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
経
済
問
題
と
い
っ
た
伝
統
的
な
防
衛
問
題
を

超
え
た
領
域
で
も
、
日
米
は
協
力
し
て
き
た
。

日
米
一
体
型
の
地
域
協
力
枠
組
み
の
進
展

　

国
防
に
投
じ
ら
れ
る
資
源
の
増
加
と
い
う
点
で
日
本
は
米
国
に
な

ら
っ
て
き
た
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
米
国
も
開
発
援
助
や
投
資
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
根
本
的
に
再
構
築
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
特
に
必
要

な
有
効
策
を
新
た
に
提
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
を
参
考
に
し
て

き
た
。
最
も
特
筆
す
べ
き
は
開
発
金
融
公
社
の
創
設
で
あ
る
。
前
身
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の
諸
機
関
の
二
倍
以
上
と
な
る
六
〇
〇
億
ド
ル
規
模
の
投
資
の
権
限

を
も
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
イ
ン
フ
ラ
、
科
学
技
術
な
ど
の
分
野
で
透

明
性
の
あ
る
民
間
投
資
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
開
発
金
融
公
社

は
、
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
没
収
的
な

融
資
に
代
わ
る
選
択
肢
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
や
安
全
か
つ
開
か
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
地
域
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
合
を
促
進
す
る
べ
く
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
文
脈
で
日
米

は
政
府
一
体
型
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
共
同
で
発
展
さ
せ
て
き
た
。

例
え
ば
日
米
戦
略
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

Ｐ
）、
日
米
戦
略
デ
ジ
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｊ

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）、
日
米
メ
コ
ン
電
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｊ
Ｕ
Ｍ

Ｐ
Ｐ
）
が
含
ま
れ
、
日
米
を
ま
た
い
だ
政
府
機
関
相
互
の
緊
密
な
協

調
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
両
国
の
協
力
関
係
が
新
た
な
段
階
に

入
っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
戦
略
的
競
争
は
、
伝
統

的
な
安
全
保
障
や
外
交
の
領
域
を
超
え
て
進
ん
で
い
る
。
日
米
お
よ

び
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
は
、
５
Ｇ
や
人
工
知
能
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
い
っ
た
先
端
技
術
の
面
で
主
導
権
を
握
る
た
め
に
協
働
す
る
必
要

が
あ
る
。
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
の
潜
在
能
力
を
解

放
す
べ
く
オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
非
対
称
性
に
よ
っ
て
中
国
や
そ
の
情

報
機
関
を
利
す
る
よ
う
な
、
垂
直
的
に
統
合
さ
れ
た
通
信
シ
ス
テ
ム

に
代
わ
る
も
の
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
交
え
た
三
ヵ
国
の
協
力
も
深

ま
っ
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
は
、
持
続
性
と
透
明
性
の
基

準
を
満
た
す
上
質
の
イ
ン
フ
ラ
計
画
に
対
す
る
民
間
投
資
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
、「
ブ
ル
ー
・
ド
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
計
画

が
発
表
さ
れ
た
。米
国
に
よ
る
四
億
ド
ル
規
模
の
資
金
と
合
わ
せ
て
、

こ
の
計
画
は
地
元
の
人
々
に
活
力
を
与
え
、
腐
敗
と
戦
い
、
主
権
の

強
化
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
日
米
豪
印
の
四
ヵ
国

に
よ
る
非
公
式
な
安
全
保
障
対
話
と
し
て
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
四
ヵ

国
戦
略
対
話
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
は
、
一
七
年
か
ら
各
国
の
高
官
が
隔
月

で
会
合
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
協
力
の
強
化
は
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
中

核
を
な
す
。
一
九
年
九
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
第
七
四
回
国
連
総

会
で
初
の
閣
僚
級
協
議
が
開
か
れ
、
四
ヵ
国
は
テ
ロ
対
策
、
メ
ン
タ

リ
ン
グ
、
災
害
復
興
支
援
、
開
発
援
助
、
金
融
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
と
い
っ
た
問
題
に
共
同
で
取
り
組
み
、
協
力
を
緊
密
化
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｄ
プ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
参
加
国
の
非
公
式
な
拡
大
も
起
こ
っ
て
い

る
。
当
初
、
四
ヵ
国
の
担
当
者
は
毎
週
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合

を
重
ね
て
い
た
が
、
そ
こ
に
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
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ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
っ
た
国
々
も
加
わ
り
、「
ワ
ク

チ
ン
開
発
、
困
窮
す
る
人
々
お
よ
び
国
々
へ
の
支
援
、
世
界
経
済
へ

の
影
響
の
軽
減
」
と
い
っ
た
課
題
に
対
す
る
協
力
を
話
し
合
う
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
プ
ラ
ス
の
枠
組
み
は
、
日
本
が
こ

の
地
域
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
拡
大
し
、
安
倍
首
相
が

二
〇
〇
七
年
に
表
明
し
た
「
拡
大
ア
ジ
ア
」
の
連
携
を
深
め
る
方
途

に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
略
的
な
自
立
や
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る

航
行
の
自
由
お
よ
び
国
際
法
の
維
持
を
、
米
国
は
単
独
で
も
追
求

し
、
日
本
な
ど
の
同
盟
国
と
も
協
働
し
て
き
た
。
定
期
的
な
「
航
行

の
自
由
作
戦
」
な
ど
の
演
習
を
通
じ
て
安
全
保
障
協
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
米
国
は
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
旗
印
の
下
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
を

強
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
と
い
う
用
語
を
掲
げ
る
こ
と
で
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
影
が
薄
く
な
る
こ
と
へ
の
不

安
も
み
ら
れ
た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
小
国
に
大
き
な
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
そ
れ
ら
諸
国
が
自
立
性
を
失
わ
な
い
よ

う
保
護
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ク
ロ
ー
ニ

ン
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
米
国
に
と
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
は

将
来
の
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
に
お
け
る
中
核
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
米
国
の
広

域
的
な
構
想
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
独
自
の
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
と
も

重
な
り
合
う
。
主
権
を
も
つ
独
立
国
家
の
戦
略
的
な
自
立
性
の
保

証
、
自
由
で
公
正
な
貿
易
の
機
会
の
拡
大
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
連
結
性

の
構
築
、
そ
し
て
経
済
発
展
に
対
す
る
内
需
の
活
性
化
は
、
い
ず

れ
も
米
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
双
方
に
と
っ
て
必
須
の
課
題
な
の
で
あ

る
」（Patrick M

. Cronin, 

“Southeast A
sia and U

S-China 
Rivalry,

” ASEA
N

Focus, Issue 6, D
ecem

ber 2019

）。

日
米
の
次
期
政
権
は
、
連
携
強
化
を
継
続
せ
よ

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
安
倍
首
相
は
、
新
た
に
作
ら
れ
た
制
度
や
協

力
関
係
の
強
化
に
支
え
ら
れ
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
中

国
の
攻
勢
や
強
制
に
対
抗
し
得
る
戦
略
を
、
共
同
で
発
展
さ
せ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
戦
略
は
四
年
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
日
本
の
新
た
な
指
導
者
と
米
国
の
次
期
政
権
に
よ
っ
て
継
続
さ

れ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
再
選
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
制
度
化
を
進
め
、
日
米
の
両
政
権
が
も
た
ら
し
た
変
化

を
さ
ら
に
促
進
す
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
日
本
が
自
衛
能
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
在
日
米
軍
の
再

編
を
進
め
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
「
同
盟
や
パ
ー
ト
ナ
ー

諸
国
と
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
期
待
し

た
い
。
ま
た
、
日
米
両
国
の
指
導
者
は
同
盟
の
任
務
を
よ
り
能
率
化

す
る
よ
う
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。
過
去
数
年
間
、
日
本
は
Ｆ-

35

や
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
、
Ｅ-

２
Ｄ
ホ
ー
ク
ア
イ
な
ど
、
最
新
鋭
の
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航
空
機
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
垂
直
離
着
陸
を
可
能
に
す
る
べ
く
「
い

ず
も
」
型
護
衛
艦
を
改
修
し
て
き
た
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
そ
の
他
の
新
た
な
能
力
と
と
も
に
、
同
盟
の
立
案
者
や
日
米
双
方

の
将
来
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、
両
国
は
そ
の
実
力
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
資
源
は
無
尽
蔵
で
は
な
い
し
、
相
互
運
用
性
に
も
目
を
向
け
な

が
ら
、
同
盟
の
総
体
的
な
能
力
を
高
め
る
新
た
な
技
術
を
共
同
で
開

発
す
る
た
め
に
、
日
米
は
手
を
取
り
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

両
国
の
指
導
者
は
、
日
本
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
米
軍
施
設

の
共
同
利
用
を
増
や
す
た
め
の
、
長
期
的
な
努
力
も
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
共
同
利
用
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
、
効
率
や
相
互
運
用

性
の
促
進
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
お
け
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
持

続
可
能
で
あ
る
と
い
う
保
証
に
も
な
る
。
ま
た
、
中
距
離
核
戦
力
全

廃
条
約
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
）
失
効
後
の
世
界
に
日
米
同
盟
を
い
か
に
適

応
さ
せ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。
核
戦
力
の
増

強
に
よ
る
中
国
の
戦
略
的
な
挑
戦
を
受
け
て
立
と
う
と
す
る
な
か

で
、
通
常
兵
力
に
よ
る
抑
止
力
の
向
上
も
含
め
て
、
同
盟
国
か
ら
の

支
援
は
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。
在
日
米
軍
の
駐
留
費
分
担
も
、
こ

の
地
域
に
お
け
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
続
可
能
か
つ
効
果
的
に

す
る
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
米
国
の
政
策
決
定
者
は
、
同
盟
国
で
あ

る
日
本
と
の
間
で
、
コ
ス
ト
の
公
平
な
共
有
の
水
準
を
見
定
め
る
た

め
の
積
極
的
な
交
渉
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ヘ
ル
ヴ
ィ
ー
国
務
次
官
補
代
理
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
よ
う
に
、
米

国
は
尖
閣
諸
島
に
お
い
て
日
本
の
主
権
を
侵
害
す
る
い
か
な
る
動
き

に
も
反
対
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
第
五
条
に
基
づ

く
米
国
の
義
務
と
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
の
ジ
ョ
ー
・
バ

イ
デ
ン
候
補
は
外
交
政
策
の
「
常
態
へ
の
回
帰
」
を
訴
え
て
い
る
が
、

仮
に
バ
イ
デ
ン
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
入
り
し
て
も
、
彼
の
政
権
が
ポ

ス
ト
冷
戦
期
の
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
義
的
な
前
提
に
戻
る
こ
と
は
過
ち

と
な
ろ
う
。
今
日
の
世
界
は
「
一
極
」
で
な
く
な
っ
て
久
し
く
、
国

家
間
で
パ
ワ
ー
、
影
響
力
、
資
源
を
争
う
競
争
的
な
環
境
に
あ
る
こ

と
を
、「
バ
イ
デ
ン
政
権
」
も
理
解
す
る
に
違
い
な
い
。
各
ア
ク
タ
ー

が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
結
果
を
得
る
た
め
に
協
調
す
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
官
僚
的
か
つ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
型
の
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
国
連

の
よ
う
な
諸
制
度
で
問
題
を
解
決
す
る
力
も
限
ら
れ
る
。
こ
の
秋
に

誰
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
入
り
を
勝
ち
取
ろ
う
と
、
次
期
政
権
は
Ｑ
Ｕ

Ａ
Ｄ
２
・
０
や
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
プ
ラ
ス
、「
ブ
ル
ー
・
ド
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
よ
う
な
、
ト
ラ
ン
プ
・
安
倍
両
政
権
下
で
生
ま
れ
た
非
公
式

か
つ
結
果
重
視
の
連
携
を
強
化
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
秩
序
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
行
く
末
は
、
そ
の
成
否

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
●�

（
翻
訳
・
伊
藤
頌
文
）




